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理学部新移行生諸君に
教養課程を無事終えて， 自 分
の選んだ専門の科目について，
そ れぞれ学び始めた君達の， 専
門課程 に対す る期待感はし1か ば
かりか と 思 う 。 専門課程 の講義
に は，いままで学んで来た 乙 と
の復習程 度 の も のも あ ろ う し，
あ る い はい き な り 高 度 な 内容に立ち入 る も の も あ ろ う
が，捲むこ と な く ，へ乙 たれ る 乙 と な く ，学習を進め
てい っ て欲 し い と 思う 。
君達が乙れ かう 学ぶのは ， 自然科学 の 中の ，数学．
物理学，化学，生物学，地球科学と い っ た専門分野に
ついて， あ る いは更にそ の 中で い く つか に分れた分科
の 中 の 1つ について ，専門的，個別的に学 ぶわけだが ，
そ れ ら は 自然の ー側面につい て の も の に過ぎな いのだ
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理学部教務委員長 近 堂 和 郎
が，決して互い無関係 な も のでは な く ，密接に関連し
合 っ てい る のであ る。 そ れは，「 自然」を 理解す る 上
で，対象の一般化，抽象化あ る いは反対に，特 殊化，
具体化と い っ た 自然科学の手法 に よ って， それぞれの
分科に 分れてい る に過ぎない のであ る 。
1つ の専門を通してその学問全体を，更には 自然科
学全体を 見通す こ と ， それは極め て難しい 乙 と であ ろ
う が， 自 分 の専門と い う 窓を通して 自然を正しく 認識
す る 乙 と ，あ る い は，何事に対して も 「科 学 的」に正
しく 理解を深め る こ と ， そ う い う 姿勢を常に持 っ て い
て欲しい と 思 う 。 そ れは，大学 に在学して い る 聞 に限
らず，君達の 生 涯を通して言え る こ と であ ろ う し，大
学で 自然科学を学ぶこ と を選んだ君達に課せ ら れた使
命で も あ る の では なか ろ う か。
教 官 叫叫州内州内内叫叫
0砂田 聡
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Eberhard Reichel 
Eberhard Reichel 
Im Monat Juli kam ich aus Deutschland nach Japan, um eine 
Tatigkeitals Lektor fur Deutsch auszuuben. Da ein Auslander 
in Japan erst einmal im wahrsten Sinne des Wortes sprachlos 
ist, bestand die Notwendigkeit, neben der Arbeit als Lektor 
auch Zeit fur das Erlernen der japanischen Sprache aufzu­
wenden. 
Das Studium der Philologie und Psychologie, Erfahrungen 
aus beruflicher Tatigkeit und Kenntnisse fiber Lander und 
Kulturen, die auch fur Menschen in Japan ”fern“ sind, konnten 
der Tatigkeit als Lektor dienlich sein. Zunachst gilt das 
Augenmerk jedoch dem Oben des Sprechens, das theoretische 
Kenntnisse erganzen und dazu beitragen soll, daB die deutsche 
Sprache nich t ”Fremdsprache“ bleibt. 
qd 
新 任 の ご挨拶
本年 4 月半ばK ， 経済学部経
営学の保険論担当者 と し て着任
いた し ま した。それ ま では ， 民
間の損害保険会社広永ら く 勤 務
し ， ま た 最後の 9 年半は 自動車
保険米捧算定会 と い う特殉去人
で調査 ・ 企画の仕事 K従事 して
いま し た。出身は西日本ですが ，
学生時代以来東京で暮ら し ， 北陸の地は始 めてです。
昨年暮に思いが貯ず富 山大学への就職Dお話があ り ，
不思議なご縁で 乙 ち らにご厄介に な る 乙 と とな り ま し
た。
保険会社にい た頃は ， 実務に忙 し く ， 勉強や原稿執
筆は主と し て夜や土 曜 ・ 日 曜の仕事で し た。ー もっと
も ， 後に勤 めた 自 動車保険料率算定会では ， 調査 ・ 企
画が主要な業務で し たので， 勤務時間の相当 部命を研
究にあて る 乙 とができ ま したが。一一 乙 のたび、やっ と
それが本業にな り ま したので， 残さ れた年数の間 ， で
き るだけ精出 し たい と思っていま す。なお ， 教職 と い
う 乙 と について は ， 以前他の大学で非常勤 講師を して
い ま したので全く 未経験ではあ り ま せんが ， 講義やゼ
ミナールには ， ものを書 く の と は 別のむずか し さ があ
り ， 前ラ錯誤を し な がらも伺とか 乙 な し てゆ き たい と
考えていま す。 どうぞよろ し く お願 いい た し ます。
現在， 保険の分野で最 も大きい案件の一つは，高度
経済学部教授 和久利 昌 男
産業社会のっ く り 出す様々な危険 によ る事故（交通事
故， 産業災害，偶発的な環境汚染，欠陥生産物によ る
事故な ど ） の被害者を救済するシ ステムを，どの よ う
に構築 し 運営す る のが最 適かという問題 で し ょ う。 乙
れらのお びた だ し い被害者に対 して，より公正に， よ
り 効果的K，かつよ り 効率的に（すなわ ち ， 過大な手
数 ・ 費用 ・ 時間をかけないで）救済を与え る に は どの
ような制度が望ま し いかということが，多く の国で論
議されてい ま すが，わが国でも乙 の問題 は真剣 に検討
さ れ るべきであるう と考えま す。
過去十数年 間 ， 私は欧米のア クチュ アリ ー （ 保険数
理専門家）の人々と交際する機会を得ま し た が， そ こ
で感銘を 受け た こ との一つは ， 彼等がフ ィ ロ ソ フ イー
を重んじ， 常に原理 ・ 原則 に立 ち 帰っ てものを考え る
乙 と で し た。 乙 れ に対 しわが国では， ともすれば ， フ
ィ ロ ソ フ イ ー抜き で， 単にその場その場の状況への上
手な対応を図るこ とが重要視 さ れがち な よ う に思われ
ま す。 乙 の傾向は ， 物事を正 し い方向に発展 さ せ る う
えで有利 とはいえないで しょう。 ま た ， それでは ， 大
学での せっか く の勉強 も十分に役立た ないわけ です。
青春の頃に理念や フ ィ ロ ソ フイ ー に対するみずみず し
い感受性を培い ， それを将来にわたって失う 乙 とな く ，
物事の本来のあ り 方を常K探究する姿勢を保 ち続貯る
乙 と が大切では な かろ う か と考えて い る次第です。
新任の ご挨拶
乙のた び7月 1 日付け で工学
部金属工学科 ， 非鉄治金学講座
に助手と し て着任いた しま した。
私は ， 富山市の出身であ り ，大
学大学院と 本学部 ， 本講座で学
びま し た。卒業後は ， この 6 月
末日 ま で約 6 年間 ， 日産デイー
ゼル工業槻（埼玉県上尾市）に
勤務 し ， ディーゼルエ ン ジン の研究開発業務に従事い
た し てお り ま した。
本学を卒業後の 6 年聞には ， 円高 によ る輸出の落 ち
込み ， 次に内需拡大に よる景気の回復， こ れに伴 う首
都圏での地価高騰等 ， 日 本経済が大 き く 変化 し た と思
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います。 一方 ， 富 山では，皆様のど努力に よ り ， 工学
部が高岡から富 山へ移転が完了 し，前に も増 して りっ
ぱな工学部へ大 き く 変化発展 し てい る と 思い ま す。
このように発展する環境D中で， 自分が富 山大学のスタ
ッフの一員に加えさ れて頂き ， 諸先生方，学生諸君 とと
もに勉強 ， 研究ができ る乙とを幸わせに感じており ま す。
着任後 ， 早いも の で 2 ヶ月余りた ち ， 少 しづ、つ研究
を進めて お り ま すが， 折につけ学生時代の不勉強が今
になってハネ返ってき てお り ，後悔している しだいです。
今後は ， 非鉄治金学講座の皆様をはじ めと し ， 富山
大学の皆様のど指導 を賜わ り ながら， 自 らの使命を全
う す る よ う がんば りたい と決意 し てお り ま すので，よ
ろ し く お願い申 し上げ ま す。
ドイツ教授との出合い（於マインツ大学）
私の留学地マイ ンツは ， マイ
イ ン河に注ぐ合流点の ラ イ ンの
左岸にあ る 。 マイ ンツは歴史的
に世界で最初の印刷術の発明者
ヨハネ ス ・ グーテンベルグの生
誕の地であ る と同時に，乙〉は
大司教の町と し て発展 し た地で
あ る 。
私は昨年の 10月の初旬の快晴の自にル フ ト ・ ハンザ
航空でフ ラ ンフ ル ト空港 に向かった。 フ ラ ン ク フ ル ト
は 銀行の都市 と いわれ ， 林立するノ ッポ ・ ビルと ラ イ
ン 河が眼下に く っ き り と現出 し た。 空港 で入国審査，
荷物受け 取り ，税関を経由 し て入国し た。 空港 内は広
く ，慎重に行動 し ないと迷う位であ る。 案内所で連邦
鉄道の乗 り場を聞き，ヴィー スパ ーデン行き の普通列
車に乗り 込む。 土曜日のせ� ＼か列 車は満員 ， 周囲は ド
イ ツ人ばか り ， ド イ ツ語のシ ャ ワ ーを浴びてい る感じ，
ー沫の不安を憶える 。 車窓はメ ルヘ ンの挿絵から抜け
出 た よ う な緑 し たた る 中央 ドイ ツの田園光景があ り眺
め ていて も飽き が乙 ない 。 1時間位でマイ ンツ中央駅
に到着 し た 。 ヨー ロ ッ パの鉄道 は駅構内，車内放送も
ほ とんどな し注意 し てい な い と 乗 り 過ごす乙 と に な る 。
出 ， 改札 口 も な し 自由に出入が出来る。 早速 ， 駅構内
よ り，留学先の Prof.Sehulz の家へ電話する。言葉が
通じ るかどう か不安 だ‘が如何 と も し 難い。 奥さんが出
られ， き れい な，ゆっく り し た ドイ ツ語で 「主 人は 駅
ま で貴方を迎えに行 き ま し た 。 多分左側に ある 中央郵
便局の前で待ってい る 筈 で あ るりという返事であった。
正直のと 乙ろ こ れでホ ッ と し た。私は Prof.Schulz と
は写真以外で面識がな かった。駅前広場に 出た途端，
1J制 で ， 気さ く な普段着のま〉の ドイ ツ人が「失礼だ
が，貴方が日 本からき た 島崎博士か？」Iと言い乍ら近
づい て き た 。最初戸惑ったが， 良く観察すると Prof.
Schulzその人で あ る 乙 と が判り ， 握手 して初対面の挨
拶 を し た。 教授と 出会ったのが午後1時半頃で ， 直ち
に市内のレ ス ト ラ ン （ 青空広 場）へ行き ， ビ ールと昼
食をご馳走に なった。 そ の後マイ ツ市 内 （ 中世 ド イ ツ
の建物）， ドーム（大霊堂 ） ， 劇場，世界 に誇 る グ ー
テンベ、ルクe博物館 ， ラ イ ン河畔の岸辺等を徒歩で案内
し て貰い種々と説 明を受廿た。
その後 ， ライ ン河昨をBurg Rhe insteinま で ド ラ イ ブ
工学部教授 島 崎 長一郎
し よ う と誘わ
れた。私はお
互に ビ ールを
飲んでいたの 容
で ， 「 ド イ ツ
では飲酒運転
は 交通違反に
ならな いのか
？ 」と質問 し
たのに対し て ，
「運転手が運
転可能と判断
すれば良いの
だ。 」と い う
事であった。
国情の違いと
はいえ ， ア ウ 古城m Burg Rheinstein＂の一部
トパ ーン に出 （ 中 庭を望む）
て時速 100～120Kmのスピー ドで悠々と運転 しているの
には恐れ入った。 今迄，機内，空港，鉄道 内ではきま
りきった会話を喋っただ、け で ， Prof. Sch叫zと 2 人だ
けでの本格的な会話は，平生から無 口な 私にとってか
な り の努力が必要だった 。 精一杯下手な ドイ ツ語で身
振 り ， 手振 り を混え，時には 予め用 意 し てお いた メ モ
用紙に 単語や文章を書き乍らコ ミュニケ ーション につ
と めた次第である 。古城に到着 し た頃は閉館間際であ
ったが， Prof. Sclmlzは ドイ ツ人ら しく案内状を片手
に敏密に ， 見落 しのないよ う に全部を 1 時間位説明 し
て廻った。 会話は全て ド イ ツ語で， 輿に乗ってくると
速 く 話さ れるので ， 私は＂B itte, noch einma l, 
1創lg溜nl” と連発 して いたが， そ の う ち疲れてきた
ので、 ， 適当』ζ聞いているど電 Verstehen S ie ？”  
" Haben S ie Fragen？ ”と 矢継ぎ、早』ζ質問し てく る 。
何 と か切り 抜け た。 その後 ， マイ ンツに戻 り 大学構内
を車で案内 し て貰った。 キ ャンパス はかなり広 く ，キ
ャ ンパス内に郵便局 ， 銀行な ども あ る 。 乙の 2 ケ所は
良く 利用 し ， 種々に と小 さ なト ラ ブルな ど も お 乙 した
場所で あ る 。 ついで教授室に行き，そ 乙 でコ ー ヒーを
飲み乍ら，研知T合わせ等を1時間ばか りやった。 そ
の後 ， 大学構内 に あ る 客員教授宿舎 （ フ オルク ス ・ ワ
ーゲパ土朝国 ） に案内 し て貰い， ド イ ツ滞在中宿泊す
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る小生の部屋 に いっ た。 日本から送っ て おいた手荷物
も教授が保管 し て下 さ れ， それらを一 緒に部屋に 運ん
だ。 その後 ， 教昂ま員物する 場所を教え る と い う こ と
で ， 近く のス ーパ一等 を案 内 し て貰っ た 。 開店時間K
注意するよう
にとの指示ま
で載いた。 結
局， わかれた
の は午後9時
近くであり，
約7時間位 ，
2 人で一緒に
い た 乙 とに な
るカ七かな り
短く感じられ
た。 異国 （ 日
本はドイツか
らみると地球
の裏側）から
きた留学生に ，
ドイ ツのみ な
らず ， 本人 自
身の素顔を見
せて対等に扱
私のいた研究室の一部
（ 壁は全てタ イ ル張 り に
な っ て いる装置はG PC) 
州内叫内内叫叫 留 A主ら寸二
故郷を後に し て ， 日本の国土
に足を踏み込むのは三度 目 の 乙
とになる が ， 北陸の富山区 来 る
のは初めての乙 と で ， 留学生活
を始 め るのも私の人生にお いて
は新しい スタ ー ト なのだ。
富山一一名前の通り ， 山 に富
むと乙ろであ る 。 北アルプス と
呼ばれる誇らか な立山 を はじめ ， その連峰の 山々の雄
姿， そ し て富山湾の風光 ， ま た神通川 ， 圧川 ， 小矢部
川な どの景観 ， 一 面の 田闘の豊作�景…・，富山／ほん
と うにすばら し い。
その上， 万葉の本場であ る 越中の名勝古跡， 親切な
富山の人々…… ， いずれも私 の心を 引 き つけ ， 風光 明
眉な極楽地 K来 たよう な気がする。
富 山に落ち つい てから， も う すでに半年が過ぎ去 り ，
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う と い う態度は ， 今迄 ， 私の体験 し た最高の接待では
な いだろ う かと思っ てい る 。 会話は言葉だ貯でな し ，
お互の信頼感お よ びその背景にあ る 文化や文 明の理解
も 必要な気がする。
Prof. S chulzは研究所では6 5才とい う 高令 に も拘ら
ず必ず実験白衣 を着用 さ れ ， 私と会 う 度 ， 例の人懐っ
乙い笑顔 で，＇t Her r S h i masak i ,  Guten Tag I Wie 
geht es Ihnen？，と握手を さ れた。 朝も 8時30分から
夜は19時位 ま で研究室に 在勤 さ れ ， 私が訪ねていくと
どんなに多忙でも＇＇ Entschuld ign S ie b i  tte, warten 
S ie b itte etwas ！”とい っ て時間を さ いて載い た。 異
国の教授と 乙 のように打解 け て話が出来る 乙 とは私の
短期間の在外研究に も拘らず， 一生の想い出 に な る と
思 う。 今年の 8 月 1 日～ 5 日の間，高分子化学国際会議が
京都で開催 さ れ ， Prof. Schulz夫妻も参加 さ れ， 彼地で
本学教育学部の竹内茂弥教授とご夫妻なら びに若干の
事惇諸等サ者区会食 して歓談 した乙とを付記 し て置き ま す。
短期 間の西 ド イ ツ滞在で感じたのは ， 西 ドイ ツ凶完
結 し た社会」だ と い う こ と で あ る 。 百年は も ち そ う な
清潔で頑丈き わま る 住宅群 ， 新 ・ 旧 （ 徹底的な街並み
保存）の調和 ， 整備さ れつく し た 高速道路とその交通
シ ステム， 広壮な森林 ， 緑なす田園， ま た その中での
国民の生活様式， どれをみて もゲルマン人特有の宇固
と した機能で動いている 。
点 描 叫叫州内叫叫内
外国人留学生（ 人文学部） 任 建宏（中国）
富山での生活も すっか り 慣 れた とい う よ り も 初めから
違和感がなかった 。 と い う のは， 主 食のお米は中 国の
江南米にかわっ て富山の水晶米， そ し て湖と川の魚に
かわっ て 海の幸に な る だけ な のだから。
中国江南地方無錫に生ま れ た私 に と っ て ， 伺よ り も
乙 ちらの気候がよ く 変わ る 乙 とに驚 く 。 また， 雪景色
は幼い時からの憧れだが ， 冬の そ の寒 さ をま だ知らず
果 し て雪や寒 さ に対応でき る かど う か， ちょっ と不安
を覚える 。
乙 う した美 し く ，静か な環境の中で ， 半年ぐらい平
安文判斤究の犬家であ る 山 口博先生の指導の 下で， 日
本最古の歌集であ る 『万葉集』を読み始 めた 。
私は宮廷詩人と呼ばれ る柿本人麻自の当時の大和朝
廷や皇室貴族階級 を讃える 歌の構想の技巧的で ， 雄大
さ に感服す るが， 門地家柄のな い山上憶良の子 を思 う
歌や貧窮問答の歌の人間味の豊さに 深く 感じ ている 。
こ のように作品の芸術性，思想性を読みと り，特に作
品を通し て 日本古代の文化思想 ， 社会風俗，入間関係，
そ れに断片的ではあ る が古代の農民生活， 兵役関係な
どの面影を見 る こ とができた。
それに ， 日 本古典の最高峰 と も い う べき ， 世界文学
史にお いても歴史の古 い長篇小説『源氏物語』を 日本
語の原本で読みつづ廿た。 山 口先生の解釈は と て も精
練で分か り やす く て ， お も し ろかっ た。 こ れをた よ り
は私は『源氏物語』 を詳 し く 読みと る 乙 とがで き た。
『源氏物語』は 『万葉集』 と ちがっ て ， もっぱら政治
小説と も いえ ， 藤原貴族の独裁， い わゆ る摂関政治の
不合理と社会上の問題即ち男尊女卑 ， 一夫多妻制から
生ま れて く る悲劇であ る と思 う 。 そ し て平安時代の女
流作家の感覚の鋭さ に驚 く 。
特区 山 口博先生の中 日比較文学の講義で話された 中
国の情歌と日本の恋愛 ， そして， そのH筋立一番おも しろ
く て， E隣自ザごった。 これはま 域ムの留糊究テー マの『中
日比較文化』 の研究に乙 の上ない助貯になっている 。
ま た ， 乙のよ う な 日本の古典文学だけでな く ， 山 口
幸祐先生の近現代文学史についての講義も私 の 日本文
学に対する視野を 大い に広めさ せて く れた。 そのおか
げで ， 私は興味を もって多 く の作品を読む 乙 と ができ
た。 そ乙 で ， 作品を十 分に理解する ために は ， も っ と
日本の社会 に 目を向け ， 自 分の肌で体験 し ， よ り 深く
日本を知る 乙 と が必要だ と 思ってい る 。 と い う のは ，
乙 れらの文学作品を裏づけ てい るのは歴史 ， 文化 ， と
く に 日本の社会 なのだ。
日本で半年ぐらいの留学生活を送って き たおかげで ，
異文化を肌で感じ， 日本人と の コ ミュニケ ーショ ンが
でき た。そ れで ， 日 本の社会 の し く みや風俗，習慣な
どは勿論の乙と，とくに日本人の発想と も のの 考え方
が中国人 と大き く異 な っ ている乙とをつく づく感 じ る 。
乙れは日本の 国民本質，民族特徴と性格が中国のと違
っτ い る からだと私は理解 し て い る 。 だから， 日中友
好関係を一層発展さ せる ためには，それらな どをよく
理解 し，新し い友好の紳を結ぶ乙とが 大切であり ，そ
れか ら心と心のコミュニケ シーョンで真の相 互理解を
促すべきで あ る と思ってい る 。
幸いな 乙 と に ， 富山国際セ ンタ ー ， 富 山市日 中友好
協会， そ し て富山青年会議所国際交流委 員会の方々の
お陰で， 日 本人と の交流の輪が益々広が り ，友達もず
いぶん増えて き た。でも富山大学にいながら も ， 本校
の大学生との交訴前ヰまとんとなし巴とは残含J乙思ってい る。
ようす るに九、きいき富山抽乙の ような充実 し た留学
生活を送く る ことができる のは， 山口博先生のど指導
及び身元保証人の山崎勇作先生の至れり尽せ り の思 い
や りと支援に よ る ものである 。 ま た人文学部の先生の
方々， 学務係の先生の方々，学生部の先住の方々から
も たいへんお世話になっているからなのだ。 学園ニユ
ース の一角をお借 り し て，深く深く感謝の意を表すと
同時に こ れからい ま ま での貴重な体験を基礎K ， も っ
と もっとベス ト を尽す決意を示す もので あ る。
ルードヴイヒスフ、、ルク教育大学での留学を終えて
教 育学部小学校教 員養成課程
私は ， 文部省の教 員養成大学 ・ 学部学生海外派遣制
度によ り ， 富 山大学教 育学部におけ る14 人めの ， そ し
てル ードヴイヒ スブル ク 教育 大学へは第 1 回の留学生
と して， 昭和62年 9月から昭手前3年 7 月ま での11カ月
間西ドイツで学ぶ機会を得ま し た 。
／レードヴィ ヒス ブルク は ， パーデ ン ・ ヴ、ユルテンベ
ルク 州の州都であるシ ュツ ッツガル ト の近郊にあ り ，
人口 8 万人 ， 「シ ュエービ ッシ ュのべ、ルサイ ユ」 と も
呼ばれ， ル ー ドヴィ ヒス王がベ‘ルサイ ユ宮殿を模倣 し
て建てたとい う 城 ， 湖と 豊かな 自然に恵まれた，静か
で美 しい街で す。ル ー ドヴィ ヒスプルク 教育大字は，
Schul centralと言い ， 様々な学校が襲やして建って し、
る 区 域の一角にあ り ， そのよ う な環境の 中で， 私は主
4 年次 生 石 原 法 代
と し て音楽 と音楽 ・ 芸術 ・ 体 育の 総合科目 を学び ま し
た。
西ドイ ツで得られた知識は ， 留学以前の私の想像を
は るか に 超える も ので し た。
授業に おけ る学生達の よ く 質問 し ， 考える自主的 ，
積極的な 姿勢の 中K ， 私は ， 教 師 ・ 学生と い う関係で
はな く ， ま さ に人間対人間の立場で自 分の意見を発言
し ， 互い に高 めあ う と い う 活発な雰囲気を感じま し た 。
そ し て ， 個人が集団に埋もれる のではな く ， 自 己の能
力範囲で個 性を十分発揮で き る 自由を知ったのです。
常K ， 自 分の 目 的を持ち ， そ れに向かい マイ ペ ー スで
勉学す る 彼らを見て ， 本来の大学生のあ るべき姿を学
ぶと共に ， と て も感心 さ せられ ま し た 。
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それか ら ， 私 は小学校で，音楽と，音楽 ・ 芸術 ・ 体
育総合科 目の教育 実習を週1 回行い ，そ こ で も子供達
の活動的な態度や，音楽が小さ い頃か ら 自然に生活の
中で親 し ま れている乙とを観察 し ，子供達が 自己の 内
か らの欲求によ っ て音楽を行 っ てい る こ とに気付き ま
し た。 音楽を学ぶ段階がき め細か く確立し ， 全 く の初
心者で も ， 無意識の う ちに技術を体得す る計画的な教
授法を身を も って経験し た り ， また， 学生達のあ らゆ
る可能性を追求 していく アイデア ・ 方法K ， 彼 ら の真
面 目 さ と ， 日本にはない 新鮮な ものを感じるなど ， 毎
時間 が発見の連続で した。
音楽 ・ 芸術 ・ 体 育の総合科目 で叩第乙残ったのは，そ
れ らが関連す る乙との重要さ です。 音楽 ・ 芸術 ・ 体 育
は人聞にとっ て必要な ものであ るだけ に ， 私はそれに
ついて真剣に と り く まなければな らないと思いま し た 。
留学中 ， 私は大学の近 く に あ る学生寮に住んでい ま
し た 。 そ乙には ， 西ドイ ツの学生だ けでなく ， 様々な
国の留学生も生活 し ており ， 国際色豊かな楽 し い毎日
で、し た 。 そ し て， 国際交流 と は伺も難 し い乙 と ではな
く ， 例えば日本食を料理す る ，日本語で 自 分の名前を
書く など ， 日常生活のご く 簡単なことか ら始めら れ る
のだと気付いた のです。
西ドイ ツと日本の 国民性について考察 し たの も ， 国
際理解と言え るで しょう 。 日本では ， 外国人に弁すす る
特別意識が強いのに対 し ，西ドイ ツの人々は，私が日
本人であ る こ とよ り もまず， 人間 同士 ， あ る いは自分
の友人であ る か ， ないかとい う乙とが交際関係を作 り
出 しているように感じま し た 。
それは， 理解の仕方の違いによ る ものだ と思いま す。
私達は，表情のみの意志伝達が可能ですが， 彼 ら の理
解は，相手との対話による も ので ， 自分の意見を言葉
で伝えなければなり ま せん。 その ことにより 私 は， 対
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話でお互いを理解す る意味と ， 国際覇軍の第一歩ともい
える，外国語の修得持猷杯可欠だとしち乙とを帰惑 しまLt.:o
学生達の日常は ， 日本の大学生に く らべ質素で ， 自
分の時間をと て も 大切にす る ものでした。 ま た ， 週末
に友人宅を訪問 し ，家族のあ り 方や過 ご し 方を 見 ， 西
ドイ ツの経済面だけでない ， 人間 ら し い文化水準 ・ 豊
かさを も学ぶ乙 と ができ ま し た。
独語には， 2 人称敬称のS ie と ， 家族や友人の間で
使用 さ れるDuがあります。 学生同士はDuを使 う のです
が， 大学生であ る私が西ドイ ツに留学 し ， Duの関係を
築く こ とがで き たのは ， 大きな喜 びです。 留学で得た
かけ がえのない私の宝は，多数の友人で した。
日本人である乙とを 自覚し ，その 国の言語・文化・
歴史・習慣 ・ 人間性を尊 重し ， 理解を深め てい く 素晴
ら し さ を知る乙 と がで き ， 大変幸せに思います。
短期間で し た が ， 憧れだ っ た西ドイ ツ留学が 実現 し ，
それをな し終えて ， 今は充足 した気持ちでい っぱいで
す。 瞳を閉じ る と ， つい昨 日のこ とのよう に思い出さ
れます。
／レードヴィヒ スブ ル グ 教育大学留学中は，西ドイツ
の教師になる く らいの精神で努力 し ま し た。
西ドイ ツでの ， 毎日， 一瞬一瞬は充実 し てお り ， 私
の人生におけ る輝かしし、貴 重なも のとな り ま した。
それだけに ， 乙の留学で得 た こ とを ， 乙れか らの勉学
の糧とし ， さ ら に教師とな っ て ， 私に与え ら れ る 任務
を 自分ので き る限り 果たせる よう一 層精進 して行き た
いと思 っ て い ま す。
最後に ， 御指導 ， 御援 助 し てく だ さ い ま した ， 先生 ，
職員 ， 先輩の方々に心より 感謝申 し あげま す。
本 当 Kあ り がと う ござい ま し た 。
授 業 中 の筆 者
地域共同研究センターだより
来賓あ い さつ
I 開所式挙行
富山大学地 域共同研究センタ ーは 昭和63年 5月1 9日
に開所式を行い，本格的に始動 した。
本セ ンタ ーは大学内研究者 と 民間企業関係者 ら と の
共同研究を通 し て ， よ り 一層の高度技術の開発と地域
産業の発展に貢献す る 事を 目的K ， 昨年 5月K設置 が
認め られ ， 乙 れま で施設 ・ 設備の建設整備に当た っ て
来た が，先般待望の開所式を迎えた 。 同セ ン タ ーは全
国の大学に先駆 け て富山大学 ， 神戸大学及び熊本大学
の 3 大学K設置 さ れたが，富山 大学がまず‘先障を切つ
ての開 所式と な っ た 。
II TOYAM Aテクノ フォー ラム開かれる
富山大学地 域共同研究セ ンタ ーの開設を記念 して，
さ る 7月1 5 , 16日の両日にわた り ， 大 山町の立 山国際
ホテルで「産学宮交流 T OYAMA テクノ フォー ラム’
8 8 」が開催さ れた。 講演や討論によ る研質強介 ， 情
報提供を合宿方式に よ る 人的交流，ネ ッ ト ワーク 作 り
を介 し て行おう と す る 試みであ った。
地域共同研究センタ 一助教授池野 進
出席者は産業界か ら1 70 人 ， 大学関係40人 ， 官庁 ，
公設研究機関40人の計 2 50人 と い う 盛況であ っ た。
基調講演「 ロ ボッ ト研究の経験」 （ 東大名誉教授
藤井澄ニ氏）の後，メカ ト ロ ニク ス ， 新素材 ， パイオ
テクノ ロ ジー ， エ レ ク ト ロ ニク ス ， A I ＆シミュ レー
ションの 5 分科会に分かれ，各分野の第一線で活躍す
る研究者の講演やパネルデ ィスカ ッションを通じて交
流 した。講演は13 件，松下電気，京セラ ， 古河電工等産業界
及び東大， 東工大 ， 京大等大学側か ら最新の研究成果
を交えたガイダン ス が行われ ，活発な討論が行われ
た 。
パネ ルデ ィスカ ッショ ンは北陸地域の各界代表を交
えて，開発研究の動 向な ど基本的な討論が重ね ら れ ，
2 日聞に互 る会期も時間不足に感じ ら れた。
最後に ， 本会は主催と し て加わ って載いた富 山県 ，
富山技術開発財団， 北日本新聞社及び共催 ， 後援を載
いた各大学，団体 ， 企業等の多大の協力無 く して開催
は不可能であ った事を強調したい。
分科 会報告ま とめ
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黒田講堂の改築について
富 山 大 学
現在＂§）黒田講堂は ， コ ク ヨ株式会社の創始者故黒田
善太郎氏が， 郷土富山のため に何か貢献したいと い う
お気持から昭和3 2 年 I 0 月県内唯一の大学であ る 富
山大学K寄付 さ れたものです。 善太郎氏は明治 I 2 年
富山 市鉄砲町（ 現在の安野屋交差点付近 ） で生ま れ，
明治3 I年北陸線が金沢 市 から高岡 市 まで延長さ れた
と き ， I 9才で単身大阪へ出て ，苦労の末コ ク ヨの源
と な っ た「黒田表紙店」を興 さ れま し た。 一方 ， 郷土
富山の物産を 関 西区 紹介する 等富山の産業発展等に多
大の貢献をさ れ ， 富山 市から名誉 市民の称が贈られて
います。
黒田講堂は，入学式及び卒業式等の諸行事 に使用 さ
れてき ま したが，入学者の増加や 建防の老朽化か ら式
典に は使われな く な り 現在に至 っ てい ま す。
善太郎氏の御子息 コ ク ヨ株式会社会長黒田暗之助氏
は ，大阪生ま れの大阪育 ち ではあ り ま すが， 父善太郎
氏の後を継ぎ近畿富山県人会長を務め，富山のために ，
献身的な努力を さ れて き ま し た 。 琴ケ梅闘が大阪場所
で来阪すれば後援 会長に な り ，甲子園の高校野球大会
には必ず郷土のチームの応援 に行かれま す。
黒田講堂は，既に 3 0 年以上経過 し ， 建物 内外の老
朽化が著しく ，黒田暗之助氏か ら「先代の建てた講堂
が傷んでい る のに，ほ っ てお く わ貯にはし、か な い。 」
と改築の申 し 出があり ，大学は評議会に諮っ て善意の
寄付をお受貯す る こ と にな り ま し た。
大学では ， 昨年 6 月から新 し い黒田講堂の内容をど
う する か ， 施設整備委員会の下K，各学部の教官等か
ら成 る黒田講堂改築専門部会を設貯，検討 し ま した。
その結果，5 0 0 人程度収容の講堂と 若干の会議室を
中心と し た も のとい う乙とになり ま し た。 理由と し ま
し ては，寄付額が約6億円という乙とから建築延面積
は， 1, 7 0 0 nf （現在はl, 2 7 4 trf ） 程度とな り ま す。
大 き な講堂（ 8 5 0席程度 ） だ け を作る意見も あ り ま
したが， 乙の程度の規模では 中途半端で入学式等はで
きない し， 冷暖房費が大き く な っ て ， 気軽に使えな く
な り ま す。 や は り ，利用 さ れ る講堂でな く て はい け な
いと い う乙と ，学内に 400席位の大講義室があるので，
その少 し上の500席位が適当ではなかろ う か。 又教官
nu 唱A
等の学会の会場 と し て使 う 場合， 全体集会の講堂と 分
科会等の会議室が必要である乙と ， 50～100 人位の教
官或は学生による研究会， 発表会等に会議室が必要で
あ り ， 文大学とし ても会議室が不足し て い る等の理由
からです。 講堂については，500の固定席で、階段方式と
な り ま す。 演奏会，演劇会等の関係から舞台の奥行き
は約1 0 mをと る乙 と にしま し た。 文会議室は，使用
目的・ 人数により 可動式間仕切機能を持つ も のとする
ことになってい ま す。
新講堂の使用 目的は，次のと おり と な っ て いま すが ，
使用の細部につ いては 今後新講堂ができ る ま での間に
つめ る乙と にな り ま す。
（ 新黒田講堂を使用 す る行事等 ）
I 大学 ・ 学部等行 事関係
(1） 講演会
( 2）説明会（ 大学案内 ， 入試， 授業料減免 ， 奨学
金返還 ， 公務員採用試験 ， 企業等 ）
( 3）公開講座
( 4）記念式典
( 5）会議（本学が当番 と な る会議， 学内の委員会
等諸会議 ）
( 6）その他諸行事
n 研究関係
(1 ）学会
( 2）研究会 ， 研究発表会
( 3）そ の他研究関係集会
皿 課外活動関係
(1) 演奏会（ フ ィルハーモニ ー管弦楽団，軽音楽
部， 合唱団，ギ タ ーマンドリ ンク ラブ等 ）
( 2）発表会（ 落語研究会，武道系サーク ル ， 文化
系サー ク ル等 ）
( 3）学生団体主催講演会（ 大学 祭講演会等 ）
( 4)  II 映写会（ 大学 祭映写会等 ）
( 5) II 研究会
( 6） その他学長が適当 と認め る課外活動関係諸行
事
（備考 ） (1)(2）については， リ ハ ーサルを含むも
の と する 。
富山大学黒田講堂S「
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。メめ 学 部 だ よ り α×》
圃 人文学部
人文学部より本学の学生諸君へ
メ イ ン ス ト リ ー ト か ら向 っ て，図書館左隣 り に軟庭
コ ー ト に平行した形で乙 の春か ら杭打ち の音 も 高 く
（その節 は騒音でど迷惑をお か けい た し ま し た ） 新建
築物が着工さ れ， こ の「学園ニュースJが皆 さ ん の
自に と ま る頃に は き っ と 4 階建ての建物がほぼ竣工を
みてい る 乙 とと存じます。 なんの建物か と，ま だご存
知な い大勢の学生諸君がい る乙とでしょ う か ら， 乙 の
場所をお借り して ， 皆 さんに紹介いたした いと思いま
す。
乙の 4 階建ての建物は，人文学部第 I 期分の新校舎
（建物総面積 2 ,1 3 7 'l1f ） であ り ま す。第 I 期分 と い う
か ら には，ま も な く 第 E 期分校舎も着工 さ れ る含み
（予定では昭和65年春 ） の ものですが，ま ずこの第I
期分の校舎には語学文学科（ 7 コ ース ） が12月末に移
転す る手筈にな っ ていま す。
それでは，帯絞舎に皆さ んをお訴，w 't：：：. しましょう。ま
ず， I 階玄関は図書館側か ら 右隅K当 り ます。玄関 入
口を く ぐ る と，突き 当 る ま で奥行きのあ るホールに 出
ま す。ホール は， 7 7 'l1fあ り ，後程お知らせい た し ま す
が，右壁K高さ 2 m，幅7 7九の壁画が創作さ れ， 玄関
を出入りする者にと っ て休息と思索の場に も な る 乙 と
と思います。
乙 の玄関 とホールに継いで，廊下 をは さ ん で左右に
事 務 部関係（経理，学務，庶務の各室 ） ，学部長室，
小会議 室と ピロティ →乙分れます。ピロティー（120m2） は，
囲いの ない資格基準面積外の も ので， 現代の校舎感覚
か ら 生ま れた ものです。元来，大学の校舎と い う と，
と か く 象牙の塔た る イ メ ー ジが強 く あ り ，暗くてなん
の変哲 も ない建物 こ そ研究教育の場に似つかわ し い と
い っ た固定観念があ り ま す。 乙 の ピロ ティー はそ う し
た固定観念を打破 しようとす る もの で，教師や学生，
あ る い は学生諸君 ら が教室を出て 自由に語 り あ い，談
笑 し あ う ト ーキ ングの場に し よ う と い う狙いを も っ た
も のです。目下我々も どのよ う な も のに し た ら，その
目的に沿 う のか思案中ですので，皆 さ んにも し良い考
えがあっ た らお聞かせ下さ い。
尚， I階の事 務部関係のス ペ ース は，第 E 期工事完
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人文学部長 三 賓 政 美
成の閉ま で暫定的に講義室に代替使用 されま す。 し か
し，経理部の 部屋は暫 時教宮談話室に代替されま す。
教官相互の語 り合い と諸雑誌蝿覧を兼ねた場と し て の
教官談話室は現在の人文校舎には な く ，長年願望 し て
いた ものですので，と く に私達教官にと っ て は う れ し
し喝のです。
次に 2 階に上 り ます。 2 階は英語英米文学，朝鮮語
朝鮮文学 コ ース 関係室（教官研究室，学生の演習室な
ど ） 大会議室（暫時，講義室 ） ，教官講師控室，会議
準備室な どが廊下を狭んで並んでい ます。 3 階以上 も
同じ構造で， 3 階は国語国文学， ロ シ ア語ロ シ ア文学
コース関係室，院生室，外 国人留学生（研究生 ） 室な
ど。 最後に 4 階 ですが，乙 乙 は ド イ ツ語 ドイ ツ文学，
中国語中国文学，比較文学コ ー ス関係室な どで占め ら
れ，眺望を望む者は，さ ら に屋上に出る こ とができま
す。
各階と もに彩光を十分採 り 入れ， 2 階以上は廊下の
左右の突き 当 り に小ベ ラ ンダを取 りつけ て風通 しを図
る などの配躍がみ られま す。
ス ペース的には， なお不十分 さ は免れま せんが， し
か し ，昭和 5 2:年に文理学部か ら 改組独立 し て11年，さ
ら に，晒和 42年に文理学部か ら教養部が独立し た時点
ま で逆のぼれば，20余年来の人文学部校舎独立の悲願
が乙 乙 に達成さ れんと し てい る わ けです。 し か も 図書
館に隣接 し た場所に本学部の敷地が新たに保障 さ れた
乙 と は，人文学副知学門的性格か ら し て 今後有形無形
の利点が もた ら さ れ る もの と期待で き ます。
乙 乙 で先に紹介 し た玄関 ロ ビーに創 られる 壁画の 乙
と についτ一寸 説明いた し ま す。実は校舎新営に伴
い，なにかモニュ メ ン ト をと企画 し たのですが，そ れ
に し て も先立つ も のがな く ，本学部同窓会（ 本田 弘
会長）に ご相談申 しあ げた と 乙 ろ，苦 し い財政状態に
も拘 らずモニュメ ン ト 仰戎資財（ 1 50万） を謝寸して下さ い
ま した。こ こ叫可窓会会員の皆々様に厚く 語障l阜しあげます。
モニュ メ ン ト は， 種々検討した末K，壁画制作者 と
して高名の本学教育学部助教授丹羽洋介先生に依嘱す
る こ とと な り ，先にど快諾を得た し だいです。丹羽先
し か し，私の経験では， 不思議な こ とに失な っ てか
ら逆K，かつて の校舎は私の内にあ って息を吹き 返し，
それは，私が年令を 重ねれば重ね るほ ど様々の青春の
思い 出を伴 っ て生き 続貯ていま す。 かの先輩 も 現在の
校舎が真に彼に と っ て青春の場で あ っ たな ら， やがて
は私と 同じ思いを分ち合う 乙 とにな るのではないで し
ょ う か。
さ て ，わが富大に 目 をやれば，建設の槌音は人文学
部のみな らず， 乙 乙 1�数年の聞に続い て経済学 部，教
養部，理学割簿へ と次々に及ぶ計画にな っ てい ます。
一方では ，野外運動場の拡充整備，サーク ル会館，
外国人留学生会館な どの新営も， 泊，中探考えなくては
な り ま せん。 そ し て，それに付随す る ク ルマの対策な
ど， 狭隆な敷地の中 でいかに 学園た る にふ さ わ しい環
境づく り を 目 指 し てい く か，乙 れは遠い 将来の課題 で
はな く ，焦眉の今日的問題です。皆さ んにその こ と を
訴え， 結びといたしま す。
最後に人文学部校舎新営に当って，常日頃よ り多大
のど尽力を賜っ てお り ま す本部事務局，とりわけ施設
課の皆 さんに感謝申しあげま す。
戸 い雪ロ9 月 1 7 日
lUJ i 
生は早速に制作の準備に と り かか ら れ，壁画のテ ー マ
は，人文学部の理念た る 「思索J �［求め，フレスコ 民
大理石のモザイ ク を配 し た も のを構想中とか で，ま も
な く すば ら し い一大壁画が現 出するこ と で し ょ う。
人文学部第 I 期分の新校舎についてのご紹介は以上
に尽き ま す。今後 は予定通り に第 E 期分校舎建築が 1
日 も早 く 着工さ れ る こ とを心か ら待望 していま す。 そ
の節には，ま た E 期校舎について紹介 さ せ て も らいま
す。 も と よ り 私達は，新校舎が成 っ たか ら と い っ て，
それが即学部発展の完全 なキ ップを入手 し たのだと安
易に考えてはい ま せん。 外形 にふさ わ し い内実 乙そ将
来の一 層の飛躍に向 って私達教職員が学生諸君 と一 体
と な っ て追求 し てし、か な く て はな らぬものだと， 改め
て肝に銘じてい ま す。
と 乙ろで余談ですが， 先日，すでに本学部を卒業 し
て社会人とな っ てい る諸君の先輩に会 った折， 人文学
部の移転について話した と 乙 ろ，一寸複雑な影が彼の
表情に定 る のを私は認めました。彼は 自 分の後輩達が
よ り 良い教育環境の下で学習でき る 乙とを喜びなが ら
も ， 同 時に 自分 の青春を支えてき た 場が乙 の世か ら や
がて消滅してし ま う乙と を悲しんだのに違 いあ り ま せ
ん。私 も実はとう に大学の学び舎を喪失した 者のひと
りですので ， その先輩の気持 ち がよくわかり ま した。
建物 も人間と同じく寿命があり ， やがては失なわれて
し、くものです。
畠
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理 学 部 説 明 会 を終え て
置 理 学 部
1. 学部説明会の意義
理学部説明会（ 富山大学説明会・午後の部 ） は，場
所を理学部10番教室に移 し，次の要領で実施 されました。
( 1） 理学部長挨拶 （13 : 00) 
(2）各学科の概要 説明（13 :10)
( 3 ) 質疑応答（14: 50) 
( 4）各学科質問・相談コ ーナ ，ー実験室見学等（15 :oo) 
( 5）附属図書館，情報郷町 ンタ 一見学（16:00)
実す象は富 山，石！｜｜両県D高校 2 年生 と 3 年生で，主に
理学部にお け る 研究・教育の内容や卒業後の進路状況
に関す る情報を提供 し，合わせ て本学が他大学に比べ
て遜色ない精色を有 し てい る こ とを肌で感じとって も
ら いたい， と い う のが 目的です。 乙 の種の説 明会は，
日本海側の大学では，まだ実施されていないようですが，
茨城大学，宇都宮メ浮，神戸大学，広島大学，岐阜大
学等相当数の大学で実施 し てお り， し か も その数は年
ごと に増え てい ま す。国立大掌 も ，P Rカf必要な 時代
になった，という 訳です。 乙 れには それな り の理由が
あ り そ う です。昭和62年度の連続方式に基づく 受験機
会の複数化 につづき，昭和6生年度か ら は分離分割方式
が導 入 さ れ，その上昭和65年度か ら共通一次試験に代
わる「大学入試セ ンタ ー試験Jの実施が予定さ れてい
ます。乙 れ ら一連の入試制度の変更が，地方の国公立
大学の地盤沈下を助長 し ，大学の序列化を一層促進す
るのではな いか，とい う危機感が大学側にあ り ま す。
他方，高等寺塔頓uiaま，入量塙1肢の複雑fl:1Cxすす る 困惑があ
り，と り わ貯受験生の戸惑為、は大きな惜題となってし濯す。乙
のような状抑乙 あって，受験生に対し 大学側の提供す る
情報が少なすぎる とい う 不満が 出て く る のは，当然の
成行 き であろ う と 思わ れま す。初め ての大学説明会が，
理学 部のみ参加 と いう 変則的な形であ っ た に も かかわ
らず，多数の高 校生の参加を得て， まずまずの手応え
を感ずる 乙とが出来たの は ， 恐 ら く そ の よ う な事情が
あ る か らで し ょう。それ故に乙そ，来年の大学説明会
では，全学部が参加し て，乙 の社会的要請に積極的に
応えるべき では ない で し ょうか。
理学部教授 風 巻 紀 彦
2. 学科紹介と問題点
高校生側と大学側の双方に とって有意義な説 明会 と
す る に は，一体どう 対処すべきだろ う か？ 要は，高
校生が理学部について何を知り た いか，を正 し く 認識
し，そこに照準を合わせて準備を心掛 ければ良いのでし
ょ う が，乙れがな か なか難 し し」な に し ろ，高校生が
対象の説明会は，初めての経験です。 それに今回は，
時間的余裕が あ り ま せんで し た。 理学部では急速準備
委員会を設け，基本方針等につい て検討し， 学科 ごと
に資料を作成 し ま し た。例えば，数学科では，
a. 昭和6 3年度後期時間割
b. 就職状況，求人状況
c. 数学科 質問・相談コ ー ナ ーへの案内文
化学科は
a. 各講座の研究概要
b. 卒業生の就職先 リ ス ト
地球科学科の場合は
a. 学部移行時のオ リ エ ンテ シーョ ン用資料
b. 卒業生の就職先及び進学先 リ ス ト
な どです。式次第の二番 目「各学科の概要 説 明 」の
ところで は， 乙れ らの資料の他にス ラ イ ドやO HP 
を利用 し ，数学，物理，化学，生物，地球科学の！慣に
20分づっ学科の代表が研究・教育 の内容及び就職状況
等について総括的に説明 し ま し た。また，学科ごとに
分れて 行な う 質問・相談コ ー ナ ーでは，各学科の研究
ス タ ップが数名出席 し，パネルやビデオ を活用 し て，
個々の 質問に懇切丁寧に応ずるな ど，総じて好評で あ
学 科 説 明 会
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った よ う です。 た だ し，次回の説明会民向けて，再検
討を要す る事柄がな い訳ではあ り ま せん。例えば「各
学科の概要説明」について：参加者が，本人の興味の
有無に関係なく，全学科の説明を聞かざる を得ない，
と い う 点は ， 少し問題か も知れま せん。実際K, ＂ 乙
の部分の 時間を短縮 し ， 逆に 質問相談コ ー ナー に多く
の時間を とって ほ し し円とい う意見が少なからずあ り
ま し た。 茨城大学で も 同様の指摘があ り ，結局理学部
長の挨拶の後 ， すぐに希望の学科に分れて説明を受け
る 形 式に改めた そ う です。 そ の他，今回は就職状況の
好調さ を少々宣伝 し 過ぎたよ う な 気が し ま す。 日大学
は職業安定所ではな い……”と い う 批判があ り ， 乙 の
点も 次回への課題 と し て検討すべ き でしょ う。
3. 参加者の反応
あ る 調査に よ り ま す と ， 高校生の望む情報の第一は ，
各学科にお け る研 究内容 ， 第 二は教育内 容 ， 次いで卒
業生の就職状 況 ， 学生の 日常生活…とつづ、くそ う です。
確かに，今回の説明会において も ， 乙 の調査結果を裏
付貯る反応、を感じま し た 。 と乙 ろ が ， 引卒の先生方の
反応は ， H 入試の得点結果について各教科おおざ っぱ
でよ し1か ら触れてほ し しい・” と い う 意見が出 る な ど ，
生徒と は若干違 う よ う に思いま し た 。 生徒の進路指導
担当の先生』とすれば， 立場上無理か らぬ要望 とは思い
ま すが， しか し 乙の種の質問に明確 に答え る 訳にし、か
ず ， 国会の答弁のよ う に なって し ま うのは ， 止むを得
な い と 乙 ろです。
と もあ れ，初めての大学説明会が無事終了 し ま し た。
最後に ， 真剣な 表情で説明に聞き 入 っ ていた高校生た
ちの顔を思い 出 し な がら ， ア ンケー ト に寄せ られた感
想の中か ら ， いくつかを紹介 し て お き ま す。
・ 乙のよ う な直接経験は ， 生徒に 良い刺激 にな る。感
謝 し てい ま す0
・ 案内書だけ では不充分な 説明 も 充分間くことができ
て ， と て も よかっ た。 で き れば各学科の見学時間 を
長くしてほ し い。
・ 理学部だけでなく，他の学部について も ， でき れば
別 の自に し てほ し い。
・ 内部か ら のお話を 聞かせていた だいて ， 私が勝手に
思い込んでい たイ メ ー ジと はか な り違 っ た 面 も あ り
ま し たので， と て も ためにな っ たと思いま す。充分
に 今後の参考に さ せ て いた だき ま す。
・ 進学 について の説明は大変詳 しく，学科 ごとに分れ，
ヒマワリ を数学に結びつけ たの は大変驚き感心 し ま
し た。 それに，ス タ ッ フ も と て も若いよ うです し，
将来が期待で き そ う です。 絶対K，乙の学科に合格
し て みせ ま す。
理 学 部 説 明 会 場
圏 工学 部 1988年（昭和63年）秋季
呂
場
第49回応用物理学会学術講演会
時： 1 0月4日ω～ 7 日働
所：主会場（富山大学 3 1 会 場 ；教養部 ・ 人文
学部・教 育学部 ・ 経済学部 ・ 理学部 ・ 工学
部）超伝導を除くすべての分科 ・ シ ンポジ
ウム／副会場（ ボルフア ー ト とやま 4会場 ）
超伝導関係講演
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発表件数 ； 3 ,2 3 6件（半導 体 7 2 9 ， 結品 3 8 9 ， 超伝導
2 8  8，光エ レ ク ト ロ ニク ス 2 8 0 ， 薄膜・表
面 2 6 4，ビ ーム応用 2 4 3 他 ）
参加人数 ：約 4,5 0 0 名 世話人代表：宮下 手口雄
「応用物理」 9 月 号K詳細プロ グラム掲載
人文学部教授 梶井 捗氏逝去
本学人文学部教授梶 井捗氏は，昭和63年 9 月 9 日
心不全のため逝去 さ れ ま した。
享年61才
乙 乙 に御冥福を祈り ， 謹んで哀悼の意を表 し ま す。
専門 （朝鮮語 ・朝鮮文学 ）
経済学部教授 今井晴 男 氏逝去
本学経 済学部教授今 井晴男 氏は，瞬間 3年 9 月 7 日
慢性醇炎のため逝去 されま し た。
事年56才
乙 乙 に御冥福を祈り ， 謹 んで哀悼の意を表 し ます。
専門（統計解析 ）
本 ＊ ＊ ＊ 学 生 部 だ よ り ＊ ＊ ＊ ＊
ぶ：
管 弦 楽
軽 音 楽
i口� 唱
美 術
書 道
茶 道
放 送
落 軍nロ五
邦 楽
写 真
第3 8回北陸三県大学学生交歓芸術祭日程 当番大学 富 山大学
1 0 月
2 2 2 3  2 9  3 0  
（土 ） （日 ） （土 ） （ 日 ）
富 山大学
学生会 館
富山大学
学生会 館
am日63年10月 22日、 12月4日
1 1 月
5 6 1 1  1 2  1 3 1 9  2 0  2 6  2 7  
（土 ） （日 ） （金） （土 ） （日 ） （土 ） （ 日 ） （土 ） （ 日 ）
富は . 
富山市公会室
新湊 市
中央交｛陰館
富山県民会館
富 山大学学生会館
出富山市内寺院
富山市内寺院
富 山大学
学生会館
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1 2 月
3 4 
（土 ） （日 ）
園山県民会館
昭和63年度 北陸地区国立大 学 体育連盟表彰者（本 学 分）
男
子
硬式庭球部
実 績
昭和6咋度
北信越学生新進戦
単 1 位
昭和61年度
全日本学生選手権
北信 越 学生 ト ーナメ ン ト
単 2 位
北信越学生選手権
全日本学生室内選手権
単1 位
本選出場
出 場
北信越学生 ラ ンキ ング 単1 位
富 山 県ラ ンキ ング 2 位
全 日本学生 ラ ンキ ング国公立大学内最高位騨）
小林正則
（理学部地球科学科 阻和62年度卒業）
昭和62年度
北信越学生 ト ー ナ メ ン ト 単 1 位
富山県選手権春季大会 単l 位
北信越学生選手権 単1 位
富 山県選手権秋季大会 単 1 位
全 日本学生選手権 出 場
全 日 本選手権 出 場
全 日 本学生室内選手権 出 場
北信越学生ラ ンキ ング 単1 位
富山県 ラ ンキ ング 1 位
全 日 本学生ランキ ング国公立大学内最高位鯛
第40回北陸地 区国立大 学 体育大 会 団体成績一覧表
種 目 優 勝 杯 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位
陸 上 競 技 金 沢 大 学 長 杯 金 沢 富 山 富 医福 井 福 医
水 泳 福金
井
沢
大
市
学
議
学
会
生
議
部
長
長杯
杯 金 沢 福 井 富 山 富 医福 医
野 球 富 山 大 学 長 杯 中 止
準 硬 式 野 球 福 井大学 父兄後援会杯 中 止
庭 球 富 山 県体育協 会 長杯 富 山 金 沢 福 井富 医福 医
軟 式 庭 球 石 川 県 知 事 杯 中 止
パ ス ケ ッ ト ボー ル 福 井大 学 長 杯 金 沢 富 山
パ レ ボー ール 福 井県 知 事 杯 富 山 金 沢 富 医・ 福 井福 医
サ ツ カ 石 川 県 知 事 杯 富 山 福 井金 沢 ・ 福 井 富 医
ラク、ヒー・フッ ト ボール 富山 県 知 事 杯 金 沢 富 山 富 医福 井 福 医
車 球 金 沢 市 長 杯 富 山 福 井 金 沢 ・ 福 医
ノイド ミ ン ト ン 福 井 市 長 杯 富 山 金 沢 福 井富 医福 医
柔 道 富 山 県議 会 長 杯 富 山 福 井金 沢 富 医
剣 道 福 井県議 会議 長 杯 金 沢 福 井 富 医富 山 福 医
体 操 福 井市議 会議 長 杯 金 沢 福 井 富 医
ハ ン ド ボ ー ル 金 沢 大 学 長 杯 金 沢 富 山 福 井富 医
ヨ ツ ト 石 川 県議 会議 長杯 金 沢 富 山 富 医
空 手 道 福 井 市 長 杯 富 医福 医金 沢 福 井富 山
弓 道 富 山 大 学 長 杯 金 沢 福 井 富 山 富 医福 医
自 動 車 金 沢 大 学 長 杯 中 止
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種 目 優 勝 杯 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位
陸 上 競 技 富 山 県体育協会 長杯 富 山 金 沢 富 医福 井 福 医
庭 球 石 川 県議会 議 長杯 福 井金 沢 富 山 富 医
女 軟 式 庭 球 福 井県 体 育協 会 長杯 中 止
卓 球 石川県体 育協 会 長杯 富 山 金 沢 富 医・ 福 井
／す ド ミ ン ト ン 福 井県教 育委 員会杯 金 沢 富 山 福 井富 医
バ レ ー ボ ルー 富 山 大 学 後 援会 長杯 金 沢 富 山 局 岡 ・ 福 井 富 医
剣 道 金 沢 大 学 長 杯 金 沢 富 山 富 医福 井
子 パ ス ケ ッ ト ボ ルー 富 山 市議 会 議 長杯 金 沢 福 井
弓 道 小杉ス ポ ー ツ 杯 金 沢 富 山 富 医福 井 福 医
水 泳 福 井大 学 長 杯 金 沢 富 山 富 医福 井
開 会 式
ラグピ・ フ ッ ト ボー ル試合
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‘珠山：ストップ－ザ交通事故山：÷：ω：ふ：〈
一一交通ルールとマナーを守ろう一一
最近，富山県下にお貯る交通事故のうち，死亡事故
が大幅に増加している乙とから，富山県交通対策協議
会では，県内における交通事故防止のため「県民総ぐ
るみ交通死亡事故ストップ作戦」を展開し，交通事故
特に，交通死亡事故の増 加傾向に歯止めをか貯る運動
を推進しています。
本学の学生が関係した学内外における交通事故は別
紙のとおりであり，乙の中には死傷事故，重大事故に
つながりうる事故 が発生しています。
自動車，オートパイを運転する者はシートベルト，
ヘルメットの着用は勿論，スピードの出し過ぎ等無謀
運転を絶対に慎み，交通事故の当事者にならないよう
常に安全運転民心掛貯，交通ルールを遵守して事故防
止 に努めるよ う強く注意を喚起するとともに自覚を促
す次第であります。
富山市秋ケ島神通川堤防道路より排水路に転落した乗用車
（女子学生2名死亡・男子学生軽傷・運転の男子学生重傷）
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大学構 内 に j示 け る 学生 の 関 係 し た 交通 事 故
昭和62 年 4 月 ～昭和 6 3年 9 月 富山 大学学生部扱分
発生年月 日 発 生 場 所 事 故 概 要 負 傷 状 況 等
6 2. 4. 28  富 山大学西門付近 事
オ
故
ー ト パイ と歩行者の接触 歩行者軽傷
6 2. 4. 30 第 1 グ ラ ン ドの フ ェ ンス し
自動
フ
車
ェ
が
ン
河
ス
川
に
道
接触
路か ら 転落 本人怪我な し
6 2. 5. 2 点教育・ 理 ・ 学生会館の交差 故自 動車 ど う し によ る接触事 両者 と も怪我な し
6 2. 5. 1 3  差
人文
点
・ 教育 ・ 経済 ・ 理の交 長動車どう し に よ る接触事 三者と も 怪我な し
62. 5. 1 5  第 1 グ ラ ン ドの フ ェ ンス 自し
動
フ ェ
車が
ンス河に
川
接
道
触
路か ら転落 本人怪我な し
6 2. 6. 2 人占文 ・ 経済 ・ 学生部の交差 事
自動
故
車とオ ー ト パ イ の接触 オ ー ト パイ の学生擦 り傷
62. 6. 2 教育学部前 オ触
ー ト パイ 転倒 し 2 人 と 接 歩
間
行
）
者 1 名は
鞭
頚
打
椎
ち
挫
症
傷 （ 2 週
1 名は
6 2. 7 1 富山大学西門付近 弓道場前 倒自 動車を避け よ う と し て 転 病院で手当
62. 7. 4 教差
育
点
・ 人文 ・ 経済 ・ 理の交
事
自動
故
車 とオ ー ト パイ の接触 両 者 と も怪我な し
6 2. 8. 5 第棟の
1 体
聞の
育
道
館
路
と 教育学部第 3 自動車と 自転車の接触事故 両者 と も 怪我な し
62. 1 o. 23 教差
育
点
・ 人文 ・ 経済 ・ 理の交
事
自 動
故
車 とオ ー ト パイ の接触 オ ー ト パイ 学生は右足打撲
6 2. 1 o. 26 教差
育
点
・ 人文 ・ 経済 ・ 理の交 自動車どう し の接触事故 両者と も 怪我な し
62. 1 o. 30 教占育 ・ 理 ・ 学生会館の交差 自動車どう し の接触事故 両者 と も 怪我な し
6 2. 1 1. 1 5  軟式庭球コ ー ト 横道路 自動 車でフ ェ ンス に接触 怪我 な し
6 2. 1 1. 3 0  軟式庭球 コ ー ト 横道路 事
自 動
故
車 とオ ー ト パイ の接触 オ
我
ー ト パイ 学生 1 週間の怪
6 2 .  1 2. 2 1  図書館前交差点 自 動車ど う し の接触事故 両者 と も怪我な し
6 3. 4. 26 教占育 ・ 理 ・ 学生会館の交差 自動車 ど う しの接触事故 両者 と も 怪我な し
63. 5. 1 3 工学部北門付近T字路 自動車 どう しの接触事故 両者と も 怪我な し
63. 7. 8 差
人文
点
・ 教育 ・ 経済 ・ 理の交 自動車 と 自 転車の接触事故 自転車の学生は 軽傷
6 3. 8. 1 7 富山大学南門 自動車で門 扉に種夜 本人怪我な し
6 3. 9. 1 0 工学部北門付 近T字路 自動車どう しの接触事故 両者と も怪我な し
- 2 1 -
学 外 に 4ず け る 学 生 の 関 係 し た 交 通事 故
発生年月 日 発 生 場 所 事 故 の 概 要 負 傷 状 況 等
62. 5. 2 読五福売
地
新
内
聞五
県
福
道
販
富山
売
高
所
岡
前
線 自動車と歩行者の接触事故 歩行者 3 週間の怪我
6 2. 6. 22  富山大学正門前の県道 故
自 動車 とオ ー ト パイ の接触事 オー トバイ 運転者 10 日間の怪我
62. 7. 2 富山市水橋鏡田の県道 自動車と歩行者の接触事故 歩行者右足骨折 3 カ月 の怪我
62. 8. 3 1  富山市掛尾町地内の 自動車とオ ー ト パイ の接触事 学オ
ほ
生
か
は
2
ト
被
パ
名
害
軽
イ
者
運
傷
で
転
あ
者は
り怪死我亡な
し
市道交差点 故
62. 9. 1 5  富山市水橋鏡田の国道
自動車とオ ー ト パイ の接触事
学
オ
許運
外
ー
者
転
ト パ
の
K
信
イ
よ
学
号
る
生
無
ひ
視
は
き 逃
，
3 週
飲
げ
間
酒
事
の
故
， 無
怪我免
故
上市町蓬沢の県道 自動 車
と オ ー ト パイ の接触事 オ ー ト パイ 学 生重傷62. 9. 2 1  
故 学生の無理な 追い越 しが原因
62 .  10. 2 富 山大橋上 学生の加害に よ る 玉突 き 事故 室
間
生
白
初
鞭
は
に
胸
追
打
突
骨
ち
に
症
さ
ひ
れ
び
た運転手は 1 週
北陸 自 動車道 砺波
自動車ど う しの接触事故
同乗者 1 名が 1 カ 月の怪我62. 1 0. 5 
イ ン タ ー付近 5 名の学生が 1 ～ 2 週間の怪我
62. I O. 29  富山大学西門 前 自動車と 自転車の接触事 故 自 転車の学生は病院に て検査
62. 1 2  .. 20 富山市五福 3区 自 動 車と 歩行者の接触事故 歩行者右足骨折の重傷
市道交差点
富山市五福地内の県道 自動車でブ ロ ッ ク 塀に衝突
怪我な し63. 2. 1 7  
富山 大学職員会館前 自動車大破
63. 4. 1 5  富山 市五福地内の脇道 自動車と 自 転車の接触事故 自 転車の学 外者は 2 週間の怪我
63. 4. 23 富山市五福地内 自動車 とオ ート パイ の接触 オ ー ト パイ 学生 3 カ月 の怪我
県道富山高岡線 事故
富山市秋ケ島
自動車の転落事故
同乗の女子学生 2 名死亡 ， 男子63. 5. 1 1  
神通川堤防道路 学生軽傷 ， 運転の学生重傷
63. 9. 1 2  富山 大学南門前市道 自動車ど う し の接触事故 両者と も 怪我な し
63. 9. 1 6  富山市古沢県道 自動車ど う し の 玉突き事故
学生は被害者怪我な し
呉羽ネ ンネル 自動車損傷
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昭和 62 年度 ア ル バ イ ト の 斡 旋 状 況
昭和62年度に学生部厚生課で取 り 扱 っ た アルパイ ト 人件数 ・ 求人者数 ・ 紹介者数の状況を それぞれ表わ し
の斡旋状況は次の と お り です。 表 I は ， 職種別の アル た ものです。
バイ ト の斡旋状況及び賃金を ， 表 E ， 図 I は月 別の求
表 I 職種別アルバイ ト の斡旋状況及び賃金
昭和 62年4月 ～昭和 63年3月
高� 求人件数 求人者数 紹介者数 具 体 例 賃 金
人 人 人 時給
犠高校生弔グ
問円家 庭 教 師 2 9 1  2 9 1  2 4 3  家庭教師 1 ,500 
1,6 0 0  
学 習 塾 講 師 6 6  4 0 1  2 9 4  塾の講師 時給 7 0  0～3,5 0 0  
事 務 6 5  4 1 5  2 6 4 一般事務 ， 宛名書き ， 校正， 日給 4,0 0 O～9,2 5 0  電話の応対
調 査 3 6  4 5 8 3 0 9  交通量調査 ， 世論調査 1 件 9 0  0～1 ,5 0 0  
重 労 働 5 11 3,8 4 1 2,5 8 4  
搬
用
洗
晴掃
車
出
， 引
，
，
・
倉
搬
商
っ越
入
庫
品
整
整
，
し
f理
理
，
Z造
新
，
，
聞
人
工
， 配
配
場
員
達
達
整
白雑
理
， 
， 日 給4,4 0 ト 1 3,3 0 0 
軽 労
軽
動 ・
作 業 1 9 1 ,4 3 1  1 ,0 1 0 
駐書車官場軍
札
整理
幌
， 闇屋
， 発
， 箱
送
詰
， 歯
， 
日 給 4,0 0 0～1 1,0 0 0 
特 殊 技 能 2 1 9 4  5 9  
コ ン ピ喜ュ美
オ
タ ーの オベ
奏
レ
タ
ピ ア
ー
ノ
， ルガ ン演 日 給 4,0 0 0～1 2,0 0 0 
販 売 ・ 店 員 2 5 0  1 , 1 7 1  7 2 2  商レ
品
ジ
販売 ， ガソ リ ン給油， 日 給 3,8 4 0～ 9,0 0 0  
そ の 他 1 7 7 1 ,6 5 7 1 ,3 8 2 
受
手
動
付
伝
ル
点
の
補
い
，
監
助
ピ
，
視
み
ラ白
補
乙
戸
助
し
別
口
， 
配
イ ベ布
， プ
き ， み
ン
乙
ト ， 日給 3,9 0 0～1 2,0 0 0 
A口、 言十 1,6 1 5 9,7 5 9 
一一
一一
一一レ一一一
一一
6,8 6 7 
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月 別求人件数・求人者数 ・ 紹介者数 の状況表 E
昭和 62 年 4 月 ～ 昭和 63 年 3 月
よぞ！ 6 2年 6 3年 計4 5 6 7 8 9 1 0 1 1  1 2 1 2 3 
求 人 件 数 1 65 1 2 5  1 2 0  1 4 1  6 5 1 0 5  2 3 0  1 8 3  1 0 4  1 1 0  1 2 6 1 4 1 1β 1 5  
求 人 者 数 700 8 4 5  7 07 660  4 5 3  570  1 ,8 1 9 1,4 44 5 5 4  5 4 6  8 9 6  5 6 5  9,7 5 9  
紹 介 者 数 593  699  5 4 5  569  2 9 4  40 1 99 6 9 8 5  3 6 2  3 5 6  6 3 7  4 3 0  6,8 6 7  
求人件数
求人者数
紹介者数
月 別求人件数 ・求人者数・紹介者数 の閃兄図 I
求
人
数
件
240 件
100 
90 
80 
1 20 
求人件数.
150 
／ 』 140
／ 
110 
160 
180 
1却
170 
210 
200 
190 
230 
220 
‘‘、‘‘、．
1 ‘‘、
‘‘、．‘ー、
ー‘‘‘、
2.000 
人
1,900 
1 ,000 
1,400 
I，却O
1 ,600 
500 
400 
1,300 
1 , 100 
800 
1,500 
700 
600 
1 ,800 
1 ,700 
900 
求人者数及
び
紹
介者数
70 300 
60 却O
50 100 
3 月
S 63 
1 2 1 2  11 10 9 
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8 7 6 5 
S 62 
4 
昭 和63 年 度 富 山 大 学 説 明 会 に つ い て
8 月 1 日伸子前10時3o1]-か ら ， 高校生 に女、fす る富 山
大学説明会が， 本学で開催さ れま した。
乙 れは 大学進学を 目 指す高校 2 ・ 3 年生を対象K ,
本学をよ り 一層E覇軍 し ていただ、く ため実脂す る こ と に
な っ た ものです。
今回は最初で あ り ， 理学部のみの開催と な り ま した
が， 夏休みの暑 い中を ， 富山 ・ 石川両県か ら教諭 ・ 生
徒約 180 名の参加があ り ま した 。
午前は教養部 4 番教室にて学長の挨拶で始ま り ， 大
学の概要 ， 昭和 白年度入学試験及 び進学 ・ 就職状況の
説明が行わ れ ， 午後 は会場を理学部に移 して ， 各学科
ごと に教育 ・ 研究 内容等の説 明や実験室の紹介があ り ，
盛況の う ち に終了 し ま し た 。
ま た ， 学内 施設と し て は ， 附属図書 館及び情報処理
セ ン タ ーの見学 も併せて行われま し た 。
なお ， 参加者 にア ンケ ー ト を実施し た結果 ， 理学部
学 生 部 長 の 挨 拶
を理解で き た ： 34名 （ 31.8 % ） ， 少 し 理解でき た ： 73
名 （ 6 8.2 % ）と あ り ， 大方の人が何 ら かの形で理解を
深め た 乙 と が伺われま す。
回答の中に は，
． 乙 の よ う な 直接経験は生徒に よい 刺激にな る （ 教
諭 ） 。
・ 案内書 だけでは不十分な 説明 も ， 十分 に聞 く 乙 と
ができ て とて も よか っ た。 でき れば各学科の見学時
間を長 く してほ しし ベ 生徒 ） 。
－ 内 部か らのお話を 聞かせていただいて ， 私が勝手
に思い込んでい たイ メ ー ジとはか な り違 った面 もあ
り ま し た ので ， と て も た めにな った と思い ま す。 十
分に 今後の参考に さ せて いただ き ま す （ 生徒 ） 。
な どがあ り ， ま た ，
． 他学部の開催をお願い した � \ （ 教諭 ） 。
と の要望 も あ り ま し た 。
熱 心 に 聞 く 高 校 生
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キ ャ ン パス樹木 誌 （ 4 )  
イ チ ョ ウ （G i nk g o b i l o ba L . ) イ チ ョ ウ 科
イ チ ョ ウ は生き て い る 化石 と も言われ ， 今か ら お よ
そ 3 億年前 ， 古生代末期に現われ ， 中生代に全盛を き
わ めた植物であ る 。 ち ょ う ど恐竜類の繁栄期 と時を 同
じ く し てい る 。 現存す る イ チ ョ ウ は一科一属一種で あ
る が， そ の 頃 イ チ ョ ウ は種類数 も多 く ， 全世界に広が
っ てい た。 事実 ， イ チ ョ ウ の化石はア ラ ス カ や グ リ ー
ン ラ ン ドか ら も 発見 さ れ てい る 。
と こ ろが新生代に 入 る と 新興の被子植物に圧倒 さ れ
て 次第に衰退 し ， 第四紀の寒冷な 時期 にほ と ん ど滅亡
し て し ま っ た。 現在は人聞 の保護の も と で庭園樹， 街
路樹 と し て細々 と 生 き て い る 。
中 国東南 部が原産地 と さ れ る が本 当 の 自 生地は ま だ
よ く わか っ て いな い 。 属名の G i nkgo は銀杏の 中国音
g i  nkj o  �L. 由来する 。 日 本 には室町時代に仏教関係の
文物 と と も に入 っ た と さ れて い る 。 ヨ ー ロ ッ パへは 18
世紀に輸入 さ れ， そ 乙 か ら世界各地 に広ま っ た 。
歴史の古 い植物だ け に葉 の 形に も 原始的な形質が残
っ てい る 。 葉脈の二文分岐で あ る 。 葉脈が葉の付け根
か ら 先へ 向 っ て 二又二文 に分かれ る 。 そ のた め葉の形
が末広がり の扇形に な る 。 長命で大木 に な る が高 さ よ
り は幹の肥大が著る し い。
ふつ う 雄 と雌が別株で あ り ， 銀杏 （ ぎんなん） の な
る 木 と な ら ない 木が あ る 。 種皮 は柔 らか く 多汁質で ，
中に 酪酸をふ く む た め特有の強い臭気があ る 。 銀杏は
白果 （ び、 ゃ く か） と 呼ばれ ， 漢方ではせ き どめの薬 と
し て用 い ら れ る 。
本学キ ャ ンパス 内では生協会館か ら図書館前 にかけ
て並木があ る ほか ， 構内各所に植え ら れてい る 。 澄み
き っ た秋空 を背景 に， 輝や く ばか り の黄葉が美 し し 1。
教養部教授 小 島 覚
。%ρ♂(j (? f> _{:}iY ～。。 % 学 園 ニ ュ ー ス 編 集 委 員 。%ρ♂句、九C1 <J <!;.(3.;::i_：。～
学 生 部 長 瀧 津 弘 E里 学 部 松 本 賢
人 文 学 部 河 キオ 貞 枝 ，， 広 岡 公 夫
／／ 山 口 幸 祐 工 戸f 部 島 崎 長 一 郎
教 育 学 部 呉 羽 長 ／／ 杉 本 益 規
，， 原 田 嘉 昭 教 養 部 高 安 和 子
経 済 学 部 山 崎 清 ／／ 山 本 孝
／／ 相 津 �と:r 晴
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